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集特 「自分の介護はどうしよう？」（在宅介護者ぶどうの会定例会）
新コーナー こんにちは！民生委員です
　ふくしの仕事・ボランティア体験月間＆ボランティア会員募集！
　福津市社会福祉協議会平成25年度事業報告・決算報告
　（小地域福祉会ニュース）大和１区自治会・有弥の里２区自治会に福祉会が結成

7/1号
社協だより

topics

75歳以上の高齢者の方に差し上げるためのはが
き絵です。季節にちなんだ絵を１枚ずつ丁寧に描
いていきます。� (心のきゃっちぼーるこいのぼりの会)�������

ボ ラ ン
テ イ ア 活 動 の １ コ マ
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ふ
く
し
の
仕
事
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
参
加
者
募
集

　「福祉」に関わる仕事や活動についての理解を広めること
を目的に、福祉施設や団体等の協力を得て「ふくしの仕事・ボ
ランティア体験月間事業」を開催します。体験活動と職員や
ボランティアとの交流を通して、その人たちの想いや考えな
どに直接触れることができます。みなさまのご参加をお待ち
しています。

対象：市内に在住または通勤・通学している中学生以上の人
●申込：�１日の体験を１回として、お１人様最大３回まで　【開催日時ごとに定員になり

次第締め切り】
　※�開催日時内で、ご都合の良い日を選択することができます。また、複数の施設・体験を組み合わせること

も可能です。

　　（例）　■大和保育所　8/4、8/7、8/8　
　　　　　■真愛保育園　8/4、福間サンテラス　8/6、音訳（朗読）体験　8/8など

●申込方法：社会福祉協議会【☎�34・3341またはFAX34・3343】
　※�電話またはFAXで申込の際は、希望する体験・日時・お名前・住所・所属（学年）・電話番号・緊急連絡先

をお知らせください。

●募集期限：7/18（金）まで

体験種別 施設名または内容 定員
（1日あたり）

開催日時 場所 費用など

保育所

大和保育所 12名

8/4（月）～8（金）
9：00～16：00

左記の施設
（現地集合・
現地解散）

250円
（給食費）

花見保育所 5名

東福間保育所 4名

真愛保育園 12名

津屋崎保育園 3名

いろどり真愛保育園 12名
8/5（火）～8（金）
9：00～16：00

高齢者施設
特別養護老人ホーム
津屋崎園（調整中）

3名
8/4（月）～8/8（金）
9：00～16：00 無料

（昼食は各
自ご持参下
さい）

障がい者施設 福間サンテラス 3名
8/4（月）・6（水）・8（金）
9：00～16：00

ボランティア
体験

点訳（点字作成）体験 ５名
8/4（月）
13:00～15:00

福津市健康
福祉総合セ
ンター
ふくとぴあ

音訳（朗読など）体験 10名
8/8（金）
13:30～16:00

無料手話体験 30名
8/6（水）
10:00～12:00

おもちゃの図書館体験 3名
8/8（金）
13:00～15:00

　大好きな子供たちともいっぱい触れ
合えたし、仕事の大変さ、楽しさいろ
いろ得ることができました! !
� （参加者感想から一部抜粋）

8
4

8
８

月
～

金



社会福祉協議会ボランティアセンター　掲示板

おもちゃの図書館たんぽぽ
� 【幼児・児童ボランティア】

音訳ボランティアふくつ
� 【障がい者ボランティア】

　布のあたたかさ、やさしさが詰まった手づくりの絵本
や遊び道具を作っています。手芸に興味がある方、手芸が
お好きな方、お話ししながら一緒に楽しみましょう。

【開館日　毎週火曜日（祝日除く）10：30～12：30　　
作業日　毎週金曜日10：30～15：30　ふくとぴあ】

　音訳をやってみませんか！　…音訳ってなに？
　月２回の広報ふくつや本などを朗読して、年に約500枚
ほどのCDやテープを視覚障がいのある方にお届けして
います。みんなで、熱意を持って楽しく活動していますの
で、貴方も参加してみませんか？興味のある方は、是非一
度、録音・編集作業を見学にお出でください。お待ちして
います。リスナーさんも募集しています。

【定例会・勉強会第４金曜日13：30～16：30�/　　　�
　　音訳作業は随時実施（ふくとぴあ３階録音室）】

心のきゃっちぼーるこいのぼりの会
� 【高齢者ボランティア】

　手描きの季節のはがき絵を、ご希望される75歳以上の
高齢者の方に差し上げています。ご覧になった方が元気
が出るようなコメントを添えてお届けします。

【はがき絵の申込　社会福祉協議会　☎34・3341】

ねむの会　� 【障がい者ボランティア】

　広報ふくつなど、身近な情報を点字になおして視覚障
がい者に提供する活動をしている点訳ボランティアで
す。点訳は、パソコンを用いて作業をしています。
　点字という言語を覚えてみませんか！興味のある方は
見学にいらしてください。

【毎週月曜日9：00～16：00　ふくとぴあ】

傾聴ボランティアほほえみ
� 【高齢者ボランティア】

　温かく寄り添いながらお話を聞かせていただく『お話
し相手』です。楽しいこと、悲しいこと、嬉しいこと、悔し
いこと、経験してきたこと等をお聴かせ下さい。お話を聞
かせて頂く私たちも元気をもらっています。私たちと一
緒にボランティアしませんか。

【定例会・毎月20日ふくとぴあ/　　　
　　　高齢者施設等への訪問は随時実施】

　今回ご紹介できませんでしたが、他にも手話ボランティア活動などもあります。どんなボランティア活動があるのか
知りたい、または興味がある方は、お気軽にお問合せ下さい。

【社会福祉協議会ボランティアセンター　☎34・3341】
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どんなボランティアがあるの？

【募集】
ボランティア活動に参加しませんか？

おもちゃ図書館開館日の様子 季節にちなんだはがき絵を制作

本格的な機材を使って録音しています。見学だけでも
お気軽にどうぞ。

パソコンを使って点字編集中
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集特

将
来
の
自
分
の
介
護
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

福
津
市
在
宅
介
護
者
ぶ
ど
う
の
会
で
は
、
日
々
介
護

に
励
ま
れ
て
い
る
方
と
介
護
を
終
え
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
日
々
の
介
護
が
明
る
く
前
向
き

に
な
る
よ
う
に
定
期
的
な
勉
強
会
や
、
誰
も
が
気
軽
に

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
場
づ
く
り
と
い
っ
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
会
員
同
士
の
何
気
な
い
会
話
の
中
か
ら「
自

分
の
介
護
」を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強
会
を
し
て
み
た
い

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
自
分
が
介
護

を
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
風
に
し
て
も
ら
い
た
い
か
。

�

本
気
で
考
え
た
。」

　

今
回
の
勉
強
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
参
加
者

か
ら
は「
こ
れ
ま
で
会
話
の
中
な
ど
で
、
漠
然
と
し
た

こ
と
を
話
す
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
本
気
で
考
え
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。」と
い
う
声
を
皮
切
り
に
様
々
な
意
見
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
き
た
い
の
か

を
本
気
で
考
え
た
。
身
寄
り
や
家
族
、
地
域
の
人
に
支

自
分
の
介
護
は
ど
う
し
よ
う
？

在
宅
介
護
者
ぶ
ど
う
の
会
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え
て
も
ら
い
な

が
ら
暮
ら
し
た

い
。」「
地
域
の
人

の
お
世
話
を
す

る
こ
と
を
続
け

て
い
き
た
い
。」

「
人
の
手
や
、
公

的
な
援
助
を
受

け
な
が
ら
、や
っ

ぱ
り
自
宅
で
過

ご
し
た
い
。」

　

さ
ら
に
、「
人

の
お
世
話
に
な

る
訓
練
も
し
て

お
き
た
い
。」「
成
年
後
見
制
度
の
利
用
も
含
め
て
頼
め

る
人
を
考
え
て
お
き
た
い
。」「
お
葬
式
の
こ
と
…
家
財

の
こ
と
…
友
人
へ
の
連
絡
な
ど
を
き
ち
ん
と
決
め
て
お

け
ば
、
ル
ン
ル
ン
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
」「
死
ぬ
こ
と

は
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
。
一
人
で
生
活
で
き

る
う
ち
は
、
み
ん
な
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
暮
ら
し

た
い
が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
…
。」な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
困
っ
た
時
に
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い

か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
た
め
、
相
談

機
関
や
窓
口
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

親
と
子

　

自
分
の
こ
と
を
誰
か
に
お
願
い
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
っ
た
場
合
、
多
く
の
人
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は「
子

ど
も
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
自
分
自
身

の
介
護
に
つ
い
て
、
子
ど
も
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
子
ど
も
の
お
世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
。」「
子
ど
も

に
は
施
設
に
入
れ
て
と
話
し
て
い
る
。
延
命
治
療
も
い

ら
な
い
。
私
の
人
生
、
幸
せ
で
し
た
と
書
き
残
し
て
い

る
。」な
ど
、
考
え
は
様
々
で
し
た
。

勉
強
会
を
終
え
て

　

勉
強
会
を
終
え
て
会
長
の
下
釜
さ
ん
は「
普
段
感
じ
て

い
る
想
い
を
、
み
な
さ
ん
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る

場
に
な
っ
た
」ま
た
、「
少
子
化
・
超
高
齢
化
と
厳
し
い

現
実
が
待
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
も
各
々
違
っ
て
は

い
ま
す
が
今
日
を
き
っ
か
け
に
自
分
の
介
護
に
つ
い
て

子
ど
も
や
身
近
な
人
に
意
思
を
伝
え
、行
動
し
て
下
さ
っ

た
ら
嬉
し
い
で

す
。」
と
勉
強

会
を
振
り
返
っ

て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

勉
強
会
を
通

し
て
、
自
分
自

身
は
ど
ん
な
将

来
に
し
た
い
の

か
、
そ
し
て
家

族
と
の
向
き
合

い
方
を
考
え
る

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

活
動
の
ご
案
内

　

ぶ
ど
う
の
会
で
は
、
主
に
在
宅
で
高
齢
者
や

障
が
い
を
お
持
ち
の
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
活
動

　

①
月
に
１
回
程
度
の
活
動

　
　

場
所
：
ふ
く
と
ぴ
あ

　
　

�（
茶
話
会
、
料
理
教
室
、
学
習
会
、
懇
談

会
な
ど
）

　

②
毎
週
木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　

場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス

　
　

�

介
護
者
と
介
護
を
終
え
た
Ｏ
Ｂ
と
の「
お

し
ゃ
べ
り
」で
過
ご
し
ま
す
。

　

週
に
１
回
で
す
が
、
介
護
者
を
優
し
く
受
け

入
れ
る
こ
の
場
所
が
あ
る
こ
と
を
提
供
し
続
け

て
い
き
、
小
さ
な
取
り
組
み
で
す
が
、
明
る
い

介
護
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
見
学
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

�

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
34
・
３
３
４
１
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社
会
福
祉
法
人
福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

収入の部 （単位：円） 支出の部 （単位：円）

勘定科目 決算額 勘定科目 決算額

　寄付金収入 3,972,674 　人件費支出 93,218,668

　経常経費補助金収入 46,598,000 　事務費支出 7,418,956

　受託金収入 17,050,540 　事業費支出 18,082,196

　事業収入 70,400 　返還金支出 479,744

　共同募金配分金収入 11,152,615 　助成金支出 8,206,503

　介護保険収入 37,855,010 　経理区分間繰入金支出 1,939,790

　自立支援費等収入 5,394,954 　固定資産取得支出及び繰入支出 4,044,075

　雑収入 1,015,923 　積立預金積立支出 1,849,785

　受取利息配当金収入 43,323 　その他支出 2,541,670

　経理区分間繰入金収入 1,939,790 　当期末支払資金残高 26,690,470

　積立預金取崩収入 11,062,000

　前期末支払資金残高 28,316,628

収入合計 164,471,857 支出合計 164,471,857

　

平
成
26
年
５
月
29
日
に
、
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
一
般
会
計
資
金
収
支
決
算

の
認
定
を
受
け
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
・
高
齢
・
核
家
族
化
の
進
行
に
加
え
て
、
地

域
の
支
え
あ
い
機
能
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
に
向
け
て
、
福
津
市
の
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
福
祉
力
向
上
や
地
域
ご
と
の
共
助
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
、
今
後

も
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
福
祉
力
向
上
や
地

域
ご
と
の
共
助
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、小
地
域
住
民
組
織
化
、

介
護
予
防
サ
ロ
ン
の
普
及
と
継
続

し
た
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
、

学
校
や
地
域
で
の
福
祉
教
育
の
推

進
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
の
権
利

擁
護
体
制
を
整
え
る
た
め
、
新
た
に
法
人
後
見

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
市
か
ら
の

委
託
事
業
と
し
て
市
民
後
見
推
進
事
業
を
実
施

し
、
意
欲
的
な
市
民
の
方
々
に
市
民
後
見
人
と

し
て
の
知
識
・
技
術
・
倫
理
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
障
が
い
者
虐
待

の
防
止
、
虐
待
を
受
け
た
障
が
い
者
の
保
護
及

び
自
立
の
支
援
並
び
に
擁
護
者
に
対
す
る
支
援

を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
、「
障
が
い
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
福
祉
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
事
業
の

見
直
し
や
業
務
の
効

率
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
自
己
研
鑽
等

に
よ
る
職
員
の
資
質

と
専
門
性
の
向
上
に

努
め
、
社
協
機
能
の

充
実
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

福
祉
力
向
上
の
た
め
の
自

治
会
活
動
及
び
介
護
予
防

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援

安
心
・
安
全
体
制

の
充
実

社
協
機
能
の

充
実
強
化
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１．

４．

住民参加の福祉活動 心身障害児・者福祉

援護活動

団体支援

福祉教育

○小地域住民組織化事業
　（小地域福祉会結成自治会33自治会）
○介護予防サロン普及事業（22か所）
○貸切バス使用補助事業（５団体）
○ふくし活動用具貸出事業（268件）
○ほかほか福祉のつどい事業
○ボランティア保険加入（加入者数608名）
○ボランティア活動助成事業（８団体）
○ボランティア講座事業
○ボランティアセンター運営
○災害対策事業（年１回）

○手話講習会事業（３クラス全35回）
○聴覚障がい者生活支援事業（利用回数23回）
○�福津市意思疎通支援事業（247時間/年）〈市
委託事業〉

○車イス無料貸出事業（134件）
○移送サービス事業（55件）
○障害者居宅介護事業（1,767.8時間/年）
○�地域生活支援事業（75時間/年）〈市委託事業〉
○同行援護事業（470.5時間/年）
○福津市ふれあい交流事業〈市委託事業〉

○心配ごと相談事業（70件）
○�生活福祉資金貸付事業（相談受付102件）
○日常生活自立支援事業
　〈相談件数40件/年　支援回数446回/年〉
○�市民後見推進事業（市民後見推進検討委員
会年３回/市民後見人養成研修全12回）〈市
委託事業〉

○�法人後見事業（受任２件/成年後見運営委員
会年２回）

○�母子家庭等日常生活支援事業（10時間）〈市
委託事業〉

○�障がい者虐待防止センター事業（虐待対応・
相談延べ件数217件/研修会年１回〈市委託
事業〉

○福津市あすなろ会
○福津市身体障害者福祉協会
○福津市民生委員児童委員協議会
○福津市在宅介護者「ぶどうの会」

５．

６．

７．

３． 高齢者福祉

○在宅介護者のつどい（年1回）
○訪問介護事業（6,502時間/年）
○介護予防訪問介護事業（2,197.5時間/年）
○居宅介護支援事業（ケアプラン作成�584件）
○居宅介護予防支援事業（ケアプラン作成�235件）
○要介護認定調査事業（1,449件）
○介護相談事業（58件）
○老人農園事業（4か所）
○ひとり暮らし高齢者等見守り事業（年1回）

○福祉教育読本配布事業（519冊）
○ふくし体験教室事業（７校延べ40回）
○社会福祉協力校事業（10校）
○福祉体験事業（１日民生委員体験活動）
○実習生受入れ（１名）
○中学生職場体験受入れ（２名）

２．
○ホームページの公開
○社協だより発行（年５回）
○赤い羽根共同募金運動への協力
○歳末たすけあい配分金事業
○納骨堂管理運営事業〈一部市委託事業〉

福祉の振興
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大和１区自治会と有弥の里２区自治会に
小地域福祉会が結成されました

　平成26年４月に、大和１区自治会福祉会と有弥の里２区

自治会福祉会が結成されました。これで、福津市では、35

自治会で小地域福祉会が結成したことになります。

　本会は、小地域福祉会の結成と育成支援を地域福祉事業

の重点事業として取り組んでおり、お互いの顔が見える範

囲である自治会を単位として小地域福祉会の結成を推進し

ています。

　小地域福祉会とは、地域の人たちが安心して暮らすこと

ができる地域づくりのために、「困ったときはお互いさま」

の支えあい・助けあいの活動を住民のみなさまが主体と

なって一体的に取り組む住民の福祉組織のことをいいます。

　大和１区自治会福祉会結成の発起人である白
しら

木
き

晏
はる

年
とし

自治会長は、「大和１区自治会は、現在、市の高齢化

率を下回っている状況ですが、今後、高齢の方の増加が考えられます。そのときに備えて、高齢者の方はじ

め、支援を必要とする人に対する日常的な支援の仕組みを整備しておくことが大切だと感じていました。そ

のようなときに、社会福祉協議会が小地域福祉会の結成を推進していることを知り、役員のみなさんと協議

を行い、また社会福祉協議会にも相談をして、大和１区自治会福祉会の結成に取り組みました。」と今までの

経緯を話されました。

　この２つの小地域福祉会では、平成26年度にひとり暮らし高齢者等に対する見守り活動や分別収集支援、

住民同士の交流・ふれあい活動等を計画されています。これらの活動により、それぞれの地域の福祉力が向

上され、住民のみなさんが安心して暮らすことのできる地域づくりが期待されます。

大和１区自治会の総会で大和１区自治会
福祉会の結成が承認されました。

◆対象団体　原則として単独の自治会
◆活動内容　〇ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、その他支援が必要な人に対する見守り活動
　　　　　　〇分別収集支援などの日常支援活動　〇住民同士の交流を深めるための茶話会
　　　　　　〇各種交流会　〇地域を知り課題を見つけるための福祉マップの作成　○介護予防サロン
◆補助金額　�〇結成初年度に限り５万円を限度に事務費を補助します。〇結成初年度から３年間は、５万

円を限度に活動費を補助します。〇４年目以降の活動費は、当該自治会からご協力いただい
た前年度の赤い羽根共同募金の10分の３を限度に補助します。

「もっと詳細を知りたい」「結成の手順はどうすればよいのか？」など小地域福祉会に関するご質問等がござ
いましたら、社会福祉協議会までご連絡ください。本会職員が公民館等にお伺いさせていただき、説明を
させていただきます。説明に要する時間は30分程度です。
� �����������【問い合わせ　社会福祉協議会　☎34・3341　担当　森】

小地域福祉会結成自治会を募集しています
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　平成26年４月１日から、本会事務局に「相談支援係」を新設しました。

　昨年度までは、事務局内には「介護サービス係」「地域福祉係」「総務係」の

３つの体制で業務を進めてまいりました。

　このうち、「介護サービス係」は、居宅介護支援、訪問介護など、おもに

介護保険に関連するサービスを担当し、「地域福祉係」は、地域で福祉活動

を行う団体やボランティアの育成支援、広報啓発、災害対策などを担当し

ていました。そして、「総務係」では法人の庶務のほか、心配ごと相談、生

活福祉資金相談、日常生活自立支援事業など、個別相談に応じ、その支援

を進めていく事業を行っていました。

　しかしながら、人口の高齢化や、家族についての考え方の変化など、社

会の状況が変化していく中で、地域の中で支援を必要とする人が徐々に増

えるとともに、これまでの取り組みでは対応が難しいケースが増えています。

　そこで本会では、地域で起きている問題への取り組みを強化するため、福津市から新たに２つの事業を受

託することにいたしました。

　ひとつは、平成24年度から受託した「福津市市民後見推進事業」です。これは、民法で定められている成

年後見制度に関連して、認知症高齢者や知的、精神的な障がいのために判断能力が不十分になった人を、市

民の立場で身近なところから支える「市民後見人」を養成し、その活動を支援することを目的とした事業に

なります。この事業では、平成25年度に「市民後見人養成研修」を実施し、今年度からはその活動がスター

トします。本会では、平成25年度から法人後見事業を実施しており、市民後見人がその実務を担うことで、

権利擁護に向けた取り組みを強化してまいります。

　もうひとつは、平成25年度から受託した「福津市障がい者虐待防止センター事業」です。これは、障がいの

ある人が、養護者（家族など）や使用者（雇用

者）、福祉施設従事者などから虐待を受け、

権利や尊厳がおびやかされることがないよ

うに、障がい者本人はもちろん、養護者な

ども併せて支援を行っていく事業です。

　本会では、住民のみなさまのニーズの変

化に対応するため、従来から実施していた

事業はもちろん、上記の２つの事業も併せ、

新設の「相談支援係」で進め、支援が必要な

方の権利擁護の取り組みを強化してまいり

ます。 5/22　市民後見人オリエンテーションの様子

相談支援係を新設しました平成26年
４月１日から
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この広報誌「社協だより」は赤い羽根共同募金の配分金で作成されています

発
行
元
◆
社
会
福
祉
法
人
福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会（
福
津
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
く
と
ぴ
あ
内
）〒
８
１
１-

３
２
１
８�

福
津
市
手
光
南
二
丁
目
1
番
1
号　

電
話�
34·
３
３
４
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

34·

３
３
４
３

　
　
　
　

U
R
L�http://w

w
w
.fukutsu-shakyo.or.jp　

E-m
ail�jim

ukyoku@
fukutsu-shakyo.or.jp　

　
　

印　

刷
◆
社
会
福
祉
法
人
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　皆さんの地域で、地域のために活躍されている民生委員・児童委員さん
の姿を、今回からシリーズでお届けしていきたいと思います！お楽しみに。

民生委員・児童委員とは

　��　民生委員は厚生労働大臣から委嘱を受けた地域福祉を支援するボラ
ンティアで、福津市では80名が活動しています。また、民生委員は
児童委員を兼ねており、児童の健やかな育成に関する支援も行ってい
ます。

地域福祉の重要な担い手

　�　民生委員・児童委員は自らも地域住民の一員として、それぞれが担当する区域において、住民の生活上のさまざま
な相談に応じ、行政をはじめ適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役割を果たすとともに、高齢者や障がい
者世帯の見守りや安否確認などの重要な役割を担っています。

　
� 　

◆住民の見守り活動
　�ひとり暮らし高齢者などへの見守り活動や
福祉・子育てなど日常生活の心配ごとに関
する相談。

◆住民へ情報提供
　�福祉制度の内容や利用方法などのお知ら
せ。住民が必要な福祉サービスを受けるた
めの行政機関や関係団体などへの橋渡し。

◆地域・行政の事業への協力
　�災害時に避難救助が必要な高齢者台帳の作
成などの他、各地域の取り組みへの参加。

民生委員・児童委員の
� 主な活動内容

―意識を高く。地域と共に。―
　行き交う一人ひとりに丁寧にお辞儀をし、「いってらっしゃ
い。」とあいさつをされるのは、北の１・２区の西住民生委員さ
んです。津屋崎漁港が目と鼻の先のこの土地を、とても大切に
され、ご近所同士の声掛け合いがしっかりと根付いていますと
話して下さいました。また、安全・安心キット（右写真→）の普
及にも取り組まれ、自治会や地域の方の協力も得ながら、北の
１・２区全175世帯一軒一軒歩いて回り配布されたそうです。細
やかな気配りと、地域を想う行動力で、これからも人々の繋が
りを支えていきたいと話してくださいました。

北
きた

の１・２区
く

民
みん

生
せい

委
い

員
いん

西
にし

住
ずみ

�眞
ま

須
す

子
こ

さん

広げよう地域 に根差した 思いやり

《まめ知識》
民生委員・児童委員のマークにはどのような意味が込められてい
るのでしょうか？（右図→）

　民生委員・児童委員の徽章などに用いられているこのマークは幸せのめばえを示す四つ葉の
クローバーをバックに、民生委員の「み」の文字と児童委員を示す双葉を組み合わせ、平和のシ
ンボルの鳩をかたどって、愛情と奉仕を表しています。

緊急連絡先や飲み薬な
どを書いた情報シート
を中に入れて保管し、非
常時に備えます。

民
み ん

生
せ い

委
い

員
い ん

です
こんにちは!


